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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期

24年3月期第1四半期

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 百万円 （　―　％） 24年3月期第1四半期 百万円 （　―　％）

円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期

24年3月期第1四半期

(2) 連結財政状態

百万円 百万円 ％

25年3月期第1四半期

24年3月期

（参考） 自己資本  25年3月期第1四半期 百万円 24年3月期 百万円

2.  配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期

25年3月期

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ： 無

3.  平成25年3月期の連結業績予想（平成24年4月1日～平成25年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ： 無

（注）２．当社は、単独株式移転により平成23年10月３日に設立されたため、前期平成24年３月期は平成23年10月

３日から平成24年３月31日までの約６カ月間の変則決算であります。このため、対前期増減率及び対前年

同四半期増減率は記載しておりません。

23,897 12,048 47.3

（注）当社は、単独株式移転により平成23年10月３日に設立されたため、平成25年３月期第１四半期（平成24年４

月１日～平成24年６月30日）は、前年同四半期の平成24年３月期第１四半期（平成23年10月３日～平成24年

１月２日）と時期・季節が異なります。このため、対前年同四半期増減率は記載しておりません。
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※  注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更   ： 無

③ 会計上の見積りの変更   ： 有

④ 修正再表示   ： 無

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。

詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 株 24年3月期 株

② 期末自己株式数 25年3月期1Q 株 24年3月期 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 株 24年3月期1Q 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に
基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当社は、平成23年10月３日に㈱栄光の単独株式移転により設立されたため、前連結会計年度（平成23年10月３日

から平成24年３月31日まで）はおよそ６カ月間の変則決算となりました。 

 このため、当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）と比較対象となる前第１

四半期連結累計期間（平成23年10月３日から平成24年１月２日まで）は比較対象時期が異なることから、対前年同

四半期増減率は記載しておりません。 

  

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、東日本大震災からの復興需要等を背景に持ち直し・回復の

動きもみられましたが、欧州政府の債務問題等の海外経済の不安要因もあって、先行きやや不透明な状況が続きま

した。 

 当教育サービス業界におきましても、こうした経済情勢に加え、少子化による学齢人口の減少もあって、厳しい

経営環境が続いております。他方、質の高い学習指導への期待、学習内容の増加に主眼を置く新学習指導要領の実

施、今般の文教政策をめぐる議論の活発化等も受けて、教育全般及び当業界への社会の関心は高まりを見せており

ます。 

 こうした状況のもとで、当社グループは、事業の方向性を教育サービス分野に特化し経営資源を集中することに

より、学習塾を中心とする「既存市場の深耕」と、これらとのシナジー効果が期待できる語学教育等の「新市場の

開拓」を推進してまいりました。さらに、かかる施策の実施を加速し、顧客により魅力的なサービスを開発・提供

することを目的に、㈱増進会出版社（Ｚ会グループ）をはじめとする業務提携先との協働にも注力してまいりまし

た。 

 当第１四半期連結累計期間の当社グループの業績は、売上高は9,426百万円、営業利益は154百万円、経常利益は

100百万円、四半期純損失は105百万円となりました。  

 セグメント別の業績は次のとおりであります。  

〔教育事業〕  

 ㈱栄光が担う教育事業の学習塾部門（学習塾「栄光ゼミナール」等）におきましては、「オリコン顧客満足度

ランキング 中学受験・個別指導塾部門」で２年連続第１位を獲得した個別指導専門塾「ビザビ」を中心に10校

を開設する一方で、運営面の効率性等を考慮し２校を統廃合したことにより、教室数は合計で407校、期中平均

生徒数は68,213名となりました。 

 ㈱シェーンコーポレーションが担う語学教育部門（語学教室「シェーン英会話」等）におきましては、平成22

年の子会社化以降に進めてきた、収益性を踏まえた教室展開の見直し等が進捗し、既存校の充実と新校展開の検

討、さらに法人顧客からの語学研修受託等も推進することにより、業績の一層の向上に努めております。当第１

四半期連結累計期間の当部門の教室数は177校（フランチャイズ教室41校を含む）、期中平均生徒数は19,304名

となりました。 

 当第１四半期連結累計期間の教育事業の業績は、売上高は7,391百万円、セグメント利益は508百万円となりま

した。 

  

〔教育ソリューション事業〕 

 教育ソリューション事業（学校、学習塾等の教育機関に対する総合支援事業）の中核である㈱エデュケーショ

ナルネットワークにおきましては、学習塾用教材・テストの販売を行う教育コンテンツ部門、私学の生徒募集活

動を支援する募集広告部門「スクールネットワーク」、教職員の派遣・紹介部門「イー・スタッフ」等の部門が

連携を深めることにより、ソリューションの強化を推進しております。また、㈱ネリーズが担う語学教材等の販

売を行う語学教材部門も、グループ各社とのシナジーも活かして収益性の向上等に努めております。 

 当第１四半期連結累計期間には、平成24年度からの中学校における新学習指導要領の実施にあわせて改訂した

中学生対象の教材の販売が、概ね好調に推移しました。 

 当第１四半期連結累計期間の教育ソリューション事業の業績は、売上高は1,709百万円、セグメント利益は118

百万円となりました。 

  

〔その他の事業〕 

 その他の事業におきましては、㈱エデュプレスが担う印刷部門等が、教育事業及び教育ソリューション事業と

のシナジーを活かした事業展開を図っております。 

 当第１四半期連結累計期間のその他の事業の業績は、売上高は325百万円、セグメント利益は41百万円となり

ました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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≪当社グループの第１四半期業績の特性≫ 

 当社グループの中核事業である教育事業の学習塾部門の売上高は、夏期・冬期・春期の各講習が開催される第

２・第４四半期連結会計期間に大きくなります。第１四半期連結会計期間の業績は他の四半期に比べ小さいため、

事業を行ううえで恒常的に発生する固定費により営業利益が圧迫される傾向があります。 

 なお、前第１四半期連結会計期間は平成23年10月３日から平成24年１月２日までであり、当第１四半期連結会計

期間と時期が異なるため、上記の第１四半期業績の特性の影響を受けておりません。 

     

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間末の財政状態については、資産の額は前連結会計年度末に比べ2,981百万円減少し、

23,897百万円（前期末比11.1％減）となりました。これは主に、現金及び預金、季節的要因による売上債権の減少

等によるものであります。 

 負債の額は、前連結会計年度末に比べ2,637百万円減少し、11,848百万円（同18.2％減）となりました。これは 

主に、借入金の返済及び法人税等の支払いによる減少等によるものであります。 

 純資産の額は、前連結会計年度末に比べ343百万円減少し、12,048百万円（同2.8％減）となりました。これは 

主に、配当による利益剰余金の減少等によるものであります。  

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおりに推移しており、前回発表（平成24年５月15日付）の

業績予想に変更はありません。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、さまざまな不確

定要素や今後の内外情勢の変化等により、実際の業績とは異なる場合があります。 

   

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

（減価償却方法の変更）    

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,035,649 1,927,657

受取手形及び売掛金 2,834,168 1,299,440

有価証券 8,065 8,065

商品及び製品 1,505,363 1,389,835

仕掛品 133,181 122,888

原材料及び貯蔵品 75,438 78,663

その他 1,647,474 1,329,761

貸倒引当金 △19,823 △13,483

流動資産合計 9,219,517 6,142,829

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,163,970 4,257,643

土地 3,388,031 3,388,031

その他（純額） 387,700 407,293

有形固定資産合計 7,939,703 8,052,969

無形固定資産   

のれん 1,193,255 1,149,024

その他 1,052,658 1,102,660

無形固定資産合計 2,245,914 2,251,685

投資その他の資産   

敷金及び保証金 3,201,899 3,215,891

投資不動産（純額） 2,495,691 2,471,340

その他（純額） 2,222,410 2,218,646

貸倒引当金 △446,794 △456,307

投資その他の資産合計 7,473,206 7,449,571

固定資産合計 17,658,824 17,754,225

資産合計 26,878,341 23,897,055
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,446,997 901,616

短期借入金 2,958,501 2,804,760

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

未払費用 2,196,372 2,465,874

未払法人税等 1,225,501 101,623

返品調整引当金 11,372 11,507

賞与引当金 19,157 10,181

その他 2,737,311 1,961,072

流動負債合計 10,695,213 8,356,635

固定負債   

長期借入金 1,894,020 1,578,277

退職給付引当金 1,749,900 1,785,823

その他 146,751 127,395

固定負債合計 3,790,672 3,491,495

負債合計 14,485,885 11,848,131

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,265,711 2,265,711

資本剰余金 3,098,659 3,099,662

利益剰余金 6,717,541 6,364,222

自己株式 △505,875 △492,417

株主資本合計 11,576,036 11,237,178

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 67,498 64,366

その他の包括利益累計額合計 67,498 64,366

少数株主持分 748,920 747,379

純資産合計 12,392,455 12,048,924

負債純資産合計 26,878,341 23,897,055
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月３日 
 至 平成24年１月２日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 9,741,932 9,426,230

売上原価 6,549,092 6,751,185

売上総利益 3,192,839 2,675,044

販売費及び一般管理費 2,317,909 2,520,051

営業利益 874,930 154,992

営業外収益   

受取利息 1,305 1,110

受取配当金 10,385 4,983

受取賃貸料 92,643 90,563

その他 23,008 16,728

営業外収益合計 127,343 113,386

営業外費用   

支払利息 17,403 13,087

賃貸費用 125,011 144,897

その他 40,507 9,395

営業外費用合計 182,922 167,380

経常利益 819,351 100,998

特別利益   

固定資産売却益 18 4,190

受取補償金 125,054 －

その他 1,895 －

特別利益合計 126,968 4,190

特別損失   

関係会社株式売却損 69,400 1,494

減損損失 83,348 5,150

その他 30,070 627

特別損失合計 182,819 7,272

税金等調整前四半期純利益 763,500 97,916

法人税、住民税及び事業税 334,958 89,958

法人税等調整額 8,114 82,616

法人税等合計 343,072 172,575

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

420,427 △74,659

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5,637 30,854

四半期純利益又は四半期純損失（△） 426,065 △105,513
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年10月３日 
 至 平成24年１月２日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

420,427 △74,659

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △12,212 △2,801

その他の包括利益合計 △12,212 △2,801

四半期包括利益 408,215 △77,460

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 413,788 △108,645

少数株主に係る四半期包括利益 △5,573 31,184
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該当事項はありません。   

   

該当事項はありません。   

   

（セグメント情報）  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（平成23年10月３日から平成24年１月２日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
教育事業

教育ソリュー
ション事業 

計

売上高           

外部顧客への売上高  8,217,371  1,223,527  9,440,899  301,033  9,741,932

セグメント間の内部売上高
又は振替高  10,133  481,908  492,042  592,893  1,084,936

計  8,227,505  1,705,436  9,932,941  893,927  10,826,869

セグメント利益又は損失（△）  1,344,743  △27,718  1,317,024  56,353  1,373,377

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  1,317,024

「その他」の区分の利益  56,353

セグメント間取引消去  △72,048

全社費用（注）  △426,398

四半期連結損益計算書の営業利益  874,930
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

   

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
教育事業

教育ソリュー
ション事業 

計

売上高           

外部顧客への売上高  7,391,467  1,709,195  9,100,662  325,567  9,426,230

セグメント間の内部売上高
又は振替高  7,406  514,339  521,746  586,153  1,107,900

計  7,398,874  2,223,535  9,622,409  911,720  10,534,130

セグメント利益  508,969  118,293  627,263  41,958  669,221

  （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計  627,263

「その他」の区分の利益  41,958

セグメント間取引消去  4,022

全社費用（注）  △518,251

四半期連結損益計算書の営業利益  154,992
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